
岩
手
。
中
尊
寺
伝
三
重
池
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
岩
手
県
西
磐
井
郡
平
泉
町
字
衣
関

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
六
〇
年

（昭
３５
）
七
月
―

一
九
六
七
年
七
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
平
泉
遺
跡
調
査
会

（代
表
藤
島
亥
治
郎
）

４
　
調
査
担
当
者
　
吉
永
義
信

。
吉
川
　
需
　
他

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
寺
院
内
苑
池
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
一
一
一世
紀
初
頭

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

関
山
は
標
高
わ
ず
か

一
四
〇
ｍ
ほ
ど
の
丘
陵
で
あ
る
が
、
北
裾
を
衣
川
が
流

れ
、
東
に
は
北
上
川
が
流
れ
て
い
る
。
軍
事
的
に
も
卓
越
し
た
立
地
要
件
を
備

え
、
古
代
よ
り
辺
境
に
対
す
る

重
要
な
拠
点
と
し
て
、
こ
の
丘

陵
に
衣
関
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
地
に
中
尊
寺
が
造
営
さ

れ
た
の
は
一
二
世
紀
初
頭
で
、

前
九
年

。
後
三
年
の
両
役
に
生

き
残

っ
た
奥
州
藤
原
氏
の
初
代

清
衡
に
よ
る
。
当
初
の
堂
宇
は

天
治
元
年

（
三

二
四
）
建
立
の

金
色
堂
が
残
る
の
み
で
、

他
は
建
武
四
年

（
三
≡
毛
）
に
焼
失
し
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
木
衛
が
出
土
し
た
三
重
池
跡
は
、
金
色
堂
の
北
約
五
〇
ｍ
の
と

こ
ろ
に
あ
り
、
中
尊
寺
蔵
の
寛
永

一
八
年

一
山
絵
図
に
三
つ
の
池
が
相
接
し
て

措
か
れ
て
い
る
。
南
西
か
ら
北
東

へ
階
段
状
に
接
し
た
玉
石
積
護
岸
に
よ
る
池

が
二
段
目
ま
で
確
認
さ
れ
た
が
、
三
段
日
は
沢

へ
の
落
ち
込
み
の
た
め
確
認
さ

れ
な
か
っ
た
。
地
形
に
し
た
が

っ
た
こ
の
池
の
形
態
は
き
わ
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な

も
の
で
、
い
わ
ゆ
る
寝
殿
造
庭
園
や
浄
土
庭
園
形
式
と
は
異
な
っ
た
形
式
の
も

の
で
あ
る
。
池
底
か
ら
は
大
量
の
か
わ
ら
け
類
が
出
土
し
、
こ
れ
ら
か
ら
見
て

清
衡
の
造
営
と
推
定
さ
れ
る
。
七
三

一
点
の
木
片
が
木
器
や
橋
脚
残
根
な
ど
と

と
も
に
第

一
段
池
最
下
底
部
か
ら
出
上
し
た
が
、
墨
書
が
確
認
さ
れ
る
の
は
こ

の
一
点
だ
け
で
、
他
に
組
通
し
の
様
な
穴
の
あ
い
た
木
札
二
点
に
は
墨
の
痕
跡

ら
し
い
も
の
が
認
め
ら
れ
る
程
度
で
あ

っ
た
。
こ
の
木
簡
は
下
端
を
欠
く
が
、

法
会
の
行
道
に
関
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω

　

「
右
方
　
定
者
　
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（雷
ｙ
μ認
∞
ｏ‘

９
　
関
係
文
献

平
泉
遺
跡
調
査
会

。
中
尊
寺

『
中

尊
寺
―
発
掘
調
査
の
記
録
―
』
盆
　
冊
＝
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
＝

・
――Ｉ
Ⅷ
Ⅲ
Ⅲ
＝
＝
＝
―ｌｌ
ｙ

九
八
三
年
）
　
　
　
　
（荒
木
仲
介
）
　

（
Ｉ
一
，一‐‐四
『
『
柳
四
‐ ‐‐
日
口
田
閉
四
日
日
旧
円
四

(水沢 。一関)




